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二次エネルギー

・ガソリン
・灯油

二次エネルギー

・電気
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温室効果ガスの増加

海面上昇
（低地の水没など）

農耕地の減少・砂漠化など

異常気象や気候変動など

もしも温室効果ガスがなかったら、熱がすべて
宇宙ににげてしまうので、地球全体の平均気
温は－19℃。地表は氷におおわれ、人間や動
植物は生きることができません。

温室効果ガスがあると、宇宙に逃げる熱を吸
収するため気温が上がります。今の地球全体
の平均気温は14℃。人間や動植物にとって住
みやすい環境です。

温室効果ガスが増えると、宇宙に逃げる
熱が地上にはねかえされ、まるで温室の
中のように地球の温度が上がります。
そのため、さまざまな問題が起きると予想
されています。

わたしたちの暮らしとエネルギー
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2008年度
年間発電電力量
9,915億kWh

1973年度
3,790億kWh

■ 新エネルギー

■ 水力

■ 原子力

■ 天然ガス

■ 石炭

■ 石油等
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シリコンなどの半導体に
光を当てたときにプラス
とマイナスの電気がわか
れて電圧を生ずる。
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東京電力（株）横浜火力発電所＜神奈川＞

石油・石炭・天然ガスなどの化石燃料を
燃やした時に発生する熱で蒸気を作り、
タービンを回して発電します。電力需要
の変化にすばやく対応できます。

化石燃料を燃やすので
はなく、ウランなどが核
分裂したときに発生する
熱で蒸気を作り、タービ
ンを回して発電します。
長期間安定的に電気を
供給することができま
す。
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　日本で使用している原子炉のほとんどが軽水炉といわれる型式で沸騰水型（BWR）と
加圧水型（PWR）の2種類があります。BWRは原子炉の中で発生した熱で直接水を沸騰
させて蒸気を発生させるのに対し、PWRでは原子炉内で作られた高温・高圧の熱水を原
子炉の外にある蒸気発生器に送り、その熱水と別系統の水を用いて蒸気を発生させます。

わたしたちの暮らしとエネルギー

（核分裂しやすい原子核）

中性子を吸収すると不
安定になり、やがて分裂
する

中性子を吸収して
プルトニウムに変わる
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厚さ
約4cm

厚さ
約1m

　原子力発電所では、放射線や放射性物質の異常な量の放出による周辺環境への影
響を防止することが安全確保の基本です。このために、原子力発電所の設計におい
ては、多重防護を採用しています。
　また、運転員の教育、検定を行い、安全対策のどこかに異常が発生していないかど
うかを調べるため、原子力発電所の近くでは放射線や放射能をいつも監視し、異常な
変化が見られないことを確認しています。

（沸騰水型原子炉 (BWR) の場合）

沸騰水型原子炉（BWR） 加圧水型原子炉（PWR）
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放射線・放射能を表す単位
「ベクレル」「グレイ」「シーベルト」という単位で表されます。

シーベルト（Sv）
受けた放射線による影響の度合いを表す単位
放射線の人体への照射による将来の影響を表します。放射線を安全に管理する
ための指標として用いられ、通常の原子力施設や環境の放射線のレベルで使用
することができます。

グレイ（Gy）
放射線のエネルギーが物質（人体）に吸収された量を表す単位
放射線が物質（人体）に当たると、持っているエネルギーを物質に与えます。
1グレイ＝1kgの物質が放射線により1ジュールのエネルギーを受けること
を表します。

ベクレル（Bq）
放射性物質が放射線を
出す能力を表す単位
1ベクレル＝1秒間に1つ
の原子核が壊変することを
表します。
たとえば 370 ベクレルの
カリウム 40は、毎秒ごと
に 370 個の原子核が壊変
して放射線を出してカルシ
ウム40に変わります。

放射線

放射性物質

ガンマ（γ）線
エックス（χ）線

α線を止める β線を止める
γ線を止めるχ線 中性子線を止める

紙 アルミニウムなどの
薄い金属板 鉛や厚い鉄の板 水やコンクリート

アルファ（α）線

ベータ（β）線

中 性 子 線

　私たちは、宇宙や大地など自然界からさまざまな放射線を受けています。しかし、

多量の放射線が身体に当たると、健康に影響を及ぼします。

　このため、原子力発電所では、放射性物質の放出に伴い受ける放射線の量は年

間0.05ミリシーベルトを目標値としています。

　原子炉では、核分裂による中性子の他に、核分裂生成物（14ページ）から多くの放射線が発

生します。放射線の種類によって、さえぎることが可能な方法（放射線遮へい）が異なります。

原子力施設では、それらを組み合わせて放射性物質や放射線を外に出さない対策がとられてい

ます。（5つの壁　16ページ）
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10

0.1

0.4 国内での自然からの放射線の差（年間）（県別平均値の差の最大）

0.2 東京～ニューヨーク航空機旅行（往復）
（高度による宇宙線の増加）

10ブラジル・ガラパリでの自然からの放射線（年間）

2.4 世界の1人当たりの自然からの放射線
（年間・世界平均）

6.9 全身CTスキャン（1回）

1.48日本の1人当たりの自然からの放射線（年間全国平均）

0.022
0.05

胸のX線集団検診（1回）

原子力発電所（軽水炉）周辺の線量目標値（年間）
（実績ではこの数値を大幅に下回っています）

再処理工場の操業による工場周辺の線量評価値（年間）

出所：放射線医学総合研究所調べ等0.01

1.26 空気中の
ラドンから

0.39 宇宙から0.29食物から

0.48大地から

7000mGy 死亡

1000mGy 悪心、おう吐（10％の人）

500mGy 末梢血中のリンパ球の減少

100mGy以下 これより低い線量での臨床症状は確認されていない  

◆体に受ける放射線量とすぐに現れる症状の関係（多量のγ、X線を一時に全身に受けたとき）

※γ線、X線を全身に受けたとき、ミリグレイ（mGy）はそのままｍSvに換算できます。（例えば100mGyは100mSvです）

◆放射線の量
 （単位：ミリシーベルト〈mSv〉）

※日本の原子力発電所から
 放出される放射性物質から
 受ける放射線の量は
 0.001ミリシーベルト未満です。（年間）
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　エネルギー資源には限りがあり、日本はその多くを輸入に頼っています。核燃料に
ついても全量を輸入に頼っているためリサイクルすることによって資源を有効に使っ
ていく必要があります。
　原子力発電所で使用した燃料（使用済燃料）には、まだ利用することができるウラン
やプルトニウムが含まれているため、これを化学的に分離・回収（再処理）して再利用
する（リサイクル）ことにしています。
　また、これは家庭から出るごみをリサイクルすると、最終的に処分するごみを減量
化できるのと同様に、核燃料もリサイクルすることによって、核燃料物質の中のごみ
（高レベル放射性廃棄物）を減らすとこができます。

Uranium

構成の例

MOX燃料加工工場

放射性廃棄物

MOX燃料の例

約3～5%
核分裂
しやすい
ウラン

（ウラン235）

プルトニウム
約1%

プルトニウム
4～9%

プルトニウム
4～9%

核分裂生成物
約3～5%

約1%

核分裂
しにくい
ウラン

（ウラン238）

核分裂
しにくい
ウラン

（ウラン238）

約93～95%

約91～96%＊

約95～97%

ウラン資源のさらなる有効利用を
目的に、使った燃料よりも多くの
燃料を作り出すことの出来る、高
速増殖炉という原子炉を開発中
です。MOX



わたしたちの暮らしとエネルギー

　再処理工場で、使用済燃料からウランやプルトニウム

を回収した後に残る、核分裂生成物を主成分とした放射

能レベルの高い廃棄物が高レベル放射性廃棄物です。

　高レベル放射性廃棄物は、ガラス原料と一緒に溶かし

合わせキャニスタと呼ばれるステンレス製の容器に注入

した後に、冷却・固化・貯蔵した後、地下の深いところ

（300m以深）に処分することとしています。

　低レベル放射性廃棄物は、原子力施設の運転、点検、

解体などに伴って発生するもので、コンクリート、金

属、使用済の消耗品（ペーパータオル、作業手袋、作

業服）などがあります。これらは焼却などで容積を減

らし、ドラム缶に詰められ、放射能レベルに応じて地

中に素堀り処分されたり、コンクリートピットに処分

されたりします。
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わたしたちの暮らしとエネルギー

（2009年12月末現在）
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日本生産性本部

第16回 原子力ポスターコンクール

主催：文部科学省　経済産業省資源エネルギー庁

中田　喜文さん　（10歳  富山県）
なか　だ　　 　よし  ふみ

永井　繭子さん　（13歳  埼玉県）
なが　い　　　 まゆ　こ

ポスターで伝えたいこと
日本で作られている電気は、原子力発電で約
26％もまかなわれていて、電気を作る時に CO2
が出ないクリーンなエネルギーというのが印象
に残りました。こうして温暖化ストップにつな
がっていくといいなという希望があります。

ポスターで伝えたいこと
僕は電車が好きなので、原子力エネルギーの
力で走る電車で、環境に良い未来を運ぶこと
が出来るようになればいいなと思いました。

文部科学大臣賞 経済産業大臣賞
子ども
部 門

一 般
部 門

原子力－未来へつなぐエネルギー－


